
平成３０年度 学校経営・運営ビジョン 福島県立喜多方東高等学校

≪教育目標≫ 「夢と希望の実現に向けて」 校長 菊池 直之
個人の尊厳を重んじ、真理と正義を愛し、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性 学校とは、子供たちが仲間と切磋琢磨しながら心豊かに学び合い、自立した一人の社

を備えた生徒を育成する。 会人へと成長していく場所であり、子供たちに寄り添う私たち教職員も、プロとしての
≪校 訓≫ 自覚を持ち、自分自身を高めながら子供たちと共に成長していく場所であると考えます。
「勉 励」・・・勉学に精励し、自己の進路を切り拓いていける力を養う。 このような理念の基に、本校では、今年度記念すべき創立９０周年を迎える歴史と伝
「敬 愛」・・・礼節と責任を重んじ、他を思いやる心を育む。 統を継承しつつ、進学から就職まで生徒一人ひとりの多様な「進路希望の実現」に向け
「躍 進」・・・努力を惜しまず、前進する気力、体力を培う。 て、小規模校の利点を生かしてきめ細かく丁寧な指導をしてまいります。
≪目指す生徒像≫ また、教育活動全体を通して、生徒の「社会性の向上」を図り、生きる力を支える「確
１ 自ら学び考え、自ら判断・行動し、主体的・創造的に生きていくことができる生徒 かな学力」と「健やかな体」のバランスの取れた生徒を育成することに努めます。日々
２ 他人を思いやる心や感動する心を持ち、規範意識や社会貢献意欲に溢れた生徒 の学校生活を生徒と共に歩み、生徒・教職員・保護者・地域が相互に信頼できる学校運
３ 自己の目標や夢の実現に向け、努力し続けることができる生徒 営により、地域に根ざした学校づくりを目指します。

≪学校目標≫ 「社会に貢献できる自立した人間の育成」

重点目標１ 重点目標２ 重点目標３ 重点目標４

「基礎学力の向上」 「進路希望の実現」 「社会性の向上」 「信頼される学校づくり」

１ 基礎学力の向上 １ ３年間を見通した系統的キャリア教育と １ 基本的な生活習慣の定着 １ 生徒の面倒見の良い学校づくり
進路指導 ・ 「挨拶･身だしなみ･言葉づかい･時 ・ 小規模校の利点を生かし、教職員

・ 小・中学校での既習事項の学び直し ・ LHR・総合学習・講演会・課外授業 間厳守・整理整頓」を重点的に指導し、 が日頃から生徒一人ひとりに目を掛
を含めて、日頃から「分かりやすい授 等、様々な取り組みにより自己を見つ 基本的な生活習慣の定着を図ります。 け声を掛けて、「生徒の面倒見の良
業」を実践し、生徒の興味・関心を喚 める経験をさせ、主体的な進路選択が ・ 自分の身を守る安全教育を推進し、 い学校づくり」に努めます。
起しながら、基礎学力を向上させます。 できるようにします。 生徒事故の防止に努めます。 ・ 「面接週間」等の機会を活用し、

・ ２年次の「インターンシップ」等の 生徒の目線に立ったきめ細かく丁寧
・ 「校内基礎力テスト」を年間５回実 機会を活用し、系統的なキャリア教育 ２ 法令や規則の遵守と規範意識の向上 な指導を心掛けます。
施し、基礎知識の定着を図ります。 を推進し、望ましい勤労観と職業観を ・ 「自他尊重の意識」を醸成して、法 ２ PTAや地域社会との連携

醸成します。 令や規則の遵守と規範意識の向上に努 ・ PTA 総会や保護者対象の活動、
・ 毎日の「朝の読書活動」を通して、 ・ 大学進学から就職まで、生徒一人ひ め、その場に相応しい行動ができるよ 進路学習会等への参加を広く呼び掛
活字に親しむ習慣と落ち着いた学習態 とりの幅広い進路希望に応じた、「きめ う指導します。 け、PTA 活動の一層の充実を図り
度を身につけさせ、生徒の言語能力の 細かい進路指導」を行います。 ます。
向上を図ります。 ３ 心の安定 ・ 学校 web ページ等を活用し、外

２ 保護者対象の進路学習会の実施 ・ 生徒一人ひとりの人格を尊重し、個 部への積極的な情報発信に努めて地
２ 学習習慣の定着 ・ 生徒の進路希望の実現に向けて、「保 性を伸ばして自己肯定感を高めなが 域社会との連携を図り、地域から親

護者対象の進路学習会（就職用・進学 ら、「コミュニケーション能力の向上」 しまれ愛される学校を目指します。
・ 国・数・英の「週末課題」を活用し、 用）」を実施することにより、保護者の を図ります。 ・ 生徒の地域ボランティア活動への
家庭における学習習慣の定着を図りま 理解・協力を得て、保護者と連携して ・ 教育相談を充実させ、組織的な生徒 参加を奨励し、地域社会に貢献しま
す。 進路指導を進めます。 指導に努め、生徒の「心のケア」をす す。

ることにより「心の安定」を図ります。 ３ 学校環境の整備
３ 教職員研修 ３ 保護者への進路情報の提供 ・ 校舎内外を整備して事故防止を図

・ 定期的に「進路だより」を作成・配 ４ 部活動の充実 り、安全安心の確保に努めます。
・ 定期的な研修と授業評価を行い指導 布し、保護者へ進路情報を提供します。 ・ 部活動を奨励し、集団意識の形成や、 ・ 校舎内の整理整頓と清掃活動の徹
力を高め、生徒の授業に対する満足度 充実感・達成感が得られるよう部活動 底を図り、校内美化に努めます。
を高めます。 の活性化に努めます。

≪数値目標≫ ◯ 欠席日数 ３日以内／人 ◯ 皆勤者 在籍２５％以上 ◯ 成績優秀者１５％以上 ◯ 年間読書冊数 ５冊以上／人
◯ 進路決定率１００％ ◯ 全員進級・全員卒業 ◯ 部活動加入率７０%以上 ◯ 校内研修実施回数 年３回以上
◯ ＰＴＡ総会参加率５０％以上 ◯ 生徒事故ゼロ ◯ 学校事故ゼロ ◯ 不祥事ゼロ


